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一日も早い復興を願う
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子どもの医療費
中学校卒業まで無料化

　平成23年第1回定例会は、３月８日から29日まで開催された。

　予算関係13件（補正６件・当初７件）、人事案件１件、条例関係９件、

その他の案件３件が提出され、いずれも原案通り可決。また、意見書１件、

決議２件を全会一致で可決した。予算については予算特別委員会を設置し、

慎重に審議した。一般質問には５人の議員が立ち、活発な議論を展開した。



会 計 別 の 予 算

会計予算名 予算額 前年度比較 議　決

一 般 会 計 37 億 1,200 万円 1.8％ 可決 　賛成 8・反対 3

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 会 計 10 億 4,687 万円 6.4％ 可決 　賛成 9・反対 2

後 期 高 齢 者 医 療 会 計 8,056 万円 5.1% 可決 　賛成 9・反対 2

介 護 保 険 会 計 6 億 4,177 万円 0.3％ 可決 　賛成全員

奥 山 田 地 区 簡 水 会 計 5,224 万円 7.6％ 可決 　賛成全員

公 共 下 水 道 会 計 6 億 273 万円 △ 12.5％ 可決 　賛成全員

水 道 事 業 会 計 3 億 4,379 万円 0.2％ 可決 　賛成全員

合 計 64 億 7,997 万円 0.8％

（千円以下切捨て）

６つの重点プロジェクト

子どもの医療費無料化拡充（10 月予定）

住民体育館バリアフリー

2,840 万円

631 万円
奨学金の支給、通学費補助

学校図書館とのネットワーク

1,242 万円

105 万円

地域福祉対策 教育環境充実

産業・観光活性化 安心・安全
緊急雇用創出

集団茶園看板設置・ふるさとまつり補助等

2,735 万円

709 万円
橋の補強・修繕

防災マップ改訂

1,929 万円

120 万円

住宅用太陽光発電システム設置補助

資源回収補助

120 万円

186 万円
住民の健康づくり

高齢者福祉サービス

4,421 万円

1,328 万円

環境対策 健康長寿日本一

（千円以下切捨て）
（主な事業）
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３
月
定
例
会

平成 23年度予算　決まる

一般会計
歳　出

地方交付税
8億3,000万円
（22.4%）

町　税
15億2,950万円
（41.2%）

町　債
3億4,890万円
（9.4%）

府支出金
2億8,651万円
（7.7%）

国庫支出金
2億7,784万円
（7.5%）

地方消費税交
付金

1億660万円
（2.9%）

その他
2億7,914万円
（7.5%）

民生費
11億1,722万円
（30.1%）

衛生費
3億6,368万円
（9.8%） 公債費

4億6,057万円
（12.4%）

教育費
4億2,845万円
（11.5%）土木費

3億8,534万円
（10.4%）

農林水産業費
1億2,044万円
（3.2%）

消防費
2億3,076万円
（6.2%）

議会費　8,663万円
（2.3%）

一般会計
歳　入

諸収入
5,349万円
（1.4%）

総務費
4億3,999万円
（11.9%）

※端数の関係上、（　）内は100％の数値に
　なりません。

その他　7,887万円
（2.1%）

（千円以下切り捨て）



　

本
町
議
会
に
左
記
の
と
お
り
特
別
委
員
会
を
設
置
し
た
。

記

１
．
名
称　

議
会
活
性
化
に
関
す
る
特
別
委
員
会

２
．
目
的　

地
方
分
権
の
流
れ
を
背
景
に
、
議
会
の
機
能
強
化
や
住
民

　
　
　
　
　

に
開
か
れ
た
議
会
の
あ
り
方
に
向
け
た
議
会
活
性
化
の
た

　
　
　
　
　

め
の
調
査
研
究

３
．
委
員
定
数　

12
人

４
．
調
査
期
間　

調
査
が
終
了
す
る
ま
で

　

理
由　

議
会
が
議
員
、
本
来
や
る
べ
き
役
割
を
精
査
し
、
地
方
分
権

　
　
　
　

時
代
に
ふ
さ
わ
し
く
、
よ
り
住
民
に
必
要
と
さ
れ
る
議
会
と

　
　
　
　

す
る
た
め
。

奥山田地区への産廃
　　最終処分場に反対

決議

【可決　賛成全員】

・議会の活性化
・産廃処分場反対

議会活性化特別委員会を設置

全会一致
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決
議
・
意
見
書

　

現
計
画
で
は
、
大
量
の
産
業
廃
棄

物
が
持
ち
込
ま
れ
、
交
通
面
や
環
境

面
で
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。
安
心
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
上
か
ら
も
、
今
回

の
事
態
を
見
過
ご
す
こ
と
は
で
き
な

い
。
町
内
の
各
種
団
体
か
ら
も
反
対

の
要
望
書
を
受
理
し
て
お
り
、
町
議

会
と
し
て
も
反
対
の
意
思
を
明
確
に

す
る
た
め
に
、
決
議
す
る
。

ＴＰＰへの参加に反対する意見書
　政府はＴＰＰ（環太平洋経済連携協定）への参加
の是非を、本年６月頃までに決めるとしている。
　ＴＰＰはモノ、ヒト、サービスに関するすべての
関税を撤廃する貿易協定であり、地域経済、社会に
計り知れない打撃を与えることは自明である。ＴＰ
Ｐに参加すれば、我が国の農業と農山村は壊滅的な
打撃を受けるだけでなく、安心・安全な食糧の確保、
供給もほぼ不可能となる。政府の姿勢は、日本農業
や食糧、地域経済の現状を無視した慎重さを欠いた
対応であり、国民の理解は到底得られない。
　よって、例外なき関税撤廃を原則とするＴＰＰへ
の参加には断固反対するものである。
【提出先　内閣総理、農林水産、経済産業各大臣】

町村議長会の福井事務局長を招いて研修

委員長
　下岡　周之

副委員長
　田中　修



平
成
22
年
度

補
正
予
算

会　計　予　算　名 補　正　額 補正後の予算総額 議決

一　 般　 会　 計 △2,048万円 38 億 3,671 万円 可決 賛成9、反対2

特
別
会
計

国　 保　 会　 計 316万円 11 億 3,717 万円 可決 全員賛成

後期高齢者医療会計 81万円 7,747 万円 可決 賛成9、反対2

介 護 保 険 会 計 △908万円 6億 3,494 万円 可決 全員賛成

公 共 下 水 道 会 計 △4，506万円 6億 9,273 万円 可決 全員賛成

水道事業
会計

収益的収入 12万円 2億 695 万円

可決 全員賛成
収益的支出 42万円 1億 9,582 万円

資本的収入 △1,544万円 3,466 万円

資本的支出 △3,266万円 1億 1,486 万円

　

国
の
緊
急
経
済
対
策
に
よ
る
交
付
金
事
業
を
追
加
、
ま
た
各

種
決
算
見
込
み
に
伴
い
補
正
す
る
も
の
。
一
般
会
計
の
主
な
も

の
は
、
環
境
対
応
公
用
車
２
台
に
９
８
５
万
円
、
財
調
基
金
積

立
７
千
万
円
、
生
活
道
路
改
良
１
千
４
２
０
万
円
、
図
書
館
シ

ス
テ
ム
及
び
図
書
の
充
実
2
千
７
７
５
万
円
な
ど
。

人
事
案
件

（千円以下切捨て）

反
対
（
安
本　

修 

議
員
）

　

５
８
５
万
円
の
町
長
公

用
車
に
つ
い
て
、
住
民
か

ら
は
「
必
要
な
い
」
と
の

反
対
の
声
が
多
数
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
住
民
生
活
や

町
財
政
が
厳
し
い
中
、
住

民
の
声
を
真
摯
に
受
け
止

め
、
公
用
車
の
在
り
方
、

税
金
の
使
い
方
を
見
直
す

必
要
が
あ
る
。

（
青
山　

美
義 

議
員
）

　

国
の
交
付
金
を
積
極
的

に
活
用
し
、
き
め
細
か
な

目
配
り
を
し
て
い
る
補
正

予
算
で
あ
る
。
15
年
以
上

も
使
用
し
て
き
た
町
長
公

用
車
等
の
更
新
は
財
源
も

有
利
な
も
の
を
活
用
し
、

環
境
に
優
し
く
、
安
全
面

に
も
配
慮
し
、
的
確
な
判

断
で
あ
る
。

賛
成

討   

論

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
同
意

氏
名　

谷
川　

利
明  

氏　
︵
奥
山
田
︶

任
期　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
日
か
ら
３
年

【
同
意　

全
員
賛
成
】
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人
事
案
件
・
補
正
予
算 人権の花を小学校へ届ける人権擁護委員

財
調
基
金
に
７
千
万
円



　予算特別委員会は12人で構成し、委員長に青山美義氏、副委員長に上林昌三
氏を選び、３月22日から２日間の日程で審議した。主な質疑は以下の通り。

　

条　

例

＊予算特別委員会の審議から＊

国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正

【
質　

問
】

　

高
い
国
保
税
に
つ
い
て
の

認
識
は
。

【
答　

弁
】

　

経
済
状
況
が
厳
し
い
中
、

収
入
は
減
少
、
医
療
費
は
増

大
。
国
に
安
定
し
た
運
営
が

で
き
る
よ
う
要
望
し
て
お

り
、
健
全
化
計
画
の
中
で
運

営
し
て
い
る
。

反
対
（
今
西
久
美
子 

議
員
）

　

所
得
割
が
上
が
り
、
保

険
税
が
上
が
る
人
が
い

る
。
今
必
要
な
の
は
、
国

の
負
担
割
合
を
大
幅
に
引

き
上
げ
る
こ
と
。

（
下
岡　

周
之 

議
員
）

　

国
保
税
の
実
質
的
な
引

き
上
げ
は
行
わ
ず
、応
益
・

応
能
分
だ
け
を
見
直
し
、

国
保
事
業
の
安
定
的
運
営

を
図
っ
た
も
の
。

賛
成
討   

論

　

総
括
審
議

【
質　

問
】

　

今
回
の
震
災
が
産
業
・
経

済
活
動
に
与
え
る
影
響
が
大

き
い
と
心
配
さ
れ
る
中
、
今

後
の
町
の
財
政
見
通
し
は
。

　

ま
た
、
国
に
お
い
て
予
算

関
連
法
案
が
成
立
し
な
い
場

合
の
町
へ
の
影
響
は
。

　

東
日
本
大
震
災
へ
の
本
町

の
支
援
策
は
。

【
答
弁
】

　

地
方
交
付
税
の
特
別
交
付

税
が
被
災
地
へ
重
点
的
に
配

分
さ
れ
れ
ば
、
税
収
の
落
ち

込
み
と
あ
わ
せ
、
24
年
度
以

降
の
予
算
の
財
源
に
大
き
な

影
響
が
で
て
く
る
。
し
か
し
、

復
興
が
第
一
で
あ
り
、
我
々

は
課
題
・
影
響
を
受
け
止
め

て
乗
り
越
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
被
災

地
へ
の
支
援
と
な
る
。

　

関
連
法
案
が
通
ら
な
い
場

合
、
子
ど
も
手
当
が
児
童
手

当
に
も
ど
り
、
税
負
担
が
増

え
る
、
ま
た
地
方
交
付
税
に

影
響
が
あ
り
、
資
金
繰
り

が
厳
し
く
な
っ
て
く
る
等
、

様
々
な
影
響
が
あ
る
。

　

大
震
災
へ
の
本
町
の
支
援

策
と
し
て
、
義
援
金
、
備
蓄

物
資
の
拠
出
、
保
健
師
の
派

遣
、
小
中
学
生
の
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
受
け
入
れ
な
ど
、
本
町

と
し
て
で
き
る
限
り
の
支
援

を
し
て
い
き
た
い
。

【
質
問
】

　

大
震
災
発
生
を
踏
ま
え
、

震
災
対
策
に
関
し
、
防
災
計

画
の
見
直
し
を
。

【
答
弁
】

　

未
曾
有
の
震
災
と
な
り
、

既
存
の
資
料
の
見
直
し
が
進

ん
で
く
る
と
思
う
。
府
の
専

門
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら

防
災
計
画
の
改
定
を
図
る
。

( 6 )宇治田原町議会だより2011（平成23)年５月 第 67号

予
算
委
員
会

災害救助用毛布

健康（血圧）チェック



員
枠
一
杯
の
男
子
10
名
、
女

子
５
名
で
あ
る
。

【
質　

問
】

　
「
健
康
寿
命
日
本
一
」
の

ま
ち
づ
く
り
は
、
何
を
主
眼

に
お
い
て
実
施
し
て
い
く
の

か
。

【
答　

弁
】

　

栄
養
面
を
中
心
に
、
運
動

【
質　

問
】

　

災
害
時
の
た
め
に
、
町
内

の
各
企
業
と
物
資
の
応
援
協

定
の
提
携
を
広
げ
て
い
く
必

要
が
あ
る
の
で
は
。

【
答　

弁
】

　

今
後
も
計
画
的
に
可
能
な

限
り
幅
広
く
提
携
を
結
ん
で

い
き
た
い
。

【
質　

問
】

　

福
祉
バ
ス
の
き
め
細
か
な

運
行
を
。

【
答　

弁
】

　

平
成
23
年
度
に
第
２
次

の
見
直
し
を
す
る
予
定
で
あ

る
。

【
質　

問
】

　

障
害
者
ケ
ア
ホ
ー
ム
の
進

捗
状
況
と
、
入
所
予
定
者
数

は
。

【
答　

弁
】

　

３
月
末
に
建
物
が
完
成

し
、
事
業
開
始
は
５
月
１
日

予
定
。
入
居
予
定
者
は
、
定

と
保
健
・
予
防
を
ふ
く
ら
ま

せ
て
い
き
た
い
。

【
質　

問
】

　

子
育
て
支
援
医
療
費
支
給

事
業
を
少
し
で
も
早
く
実
施

で
き
な
い
か
。

【
答　

弁
】

　

シ
ス
テ
ム
改
修
の
関
係
か

ら
10
月
１
日
か
ら
の
開
始
と

な
る
。

一
般
会
計

奨
学
金
条
例
の
改
正

【
質　

問
】

　

役
場
庁
舎
の
一
日
も
早
い

耐
震
工
事
を
し
て
ほ
し
い

が
、
庁
舎
の
移
転
・
建
設
を

検
討
し
て
は
ど
う
か
。

【
答　

弁
】

　

役
場
は
防
災
の
拠
点
で
あ

　

予　

算

【
質　

問
】

　

拡
充
で
な
く
後
退
で
は
な

い
の
か
。

【
答　

弁
】

　

国
・
府
の
制
度
が
廃
止
さ

れ
た
中
、
町
独
自
で
低
所
得

の
家
庭
支
援
の
た
め
、
新
た

な
制
度
と
し
て
改
正
し
た
。

（
今
西
久
美
子 

議
員
）

　

３
年
間
で
10
万
８
千
円

が
入
学
時
６
万
円
と
な
り

対
象
者
も
準
要
保
護
に
限

ら
れ
た
。
後
退
で
あ
る
。

（
下
岡　

周
之 

議
員
）

　

新
た
な
制
度
と
し
て
、

経
済
的
に
厳
し
い
世
帯
に

対
し
入
学
準
備
金
を
支
給

す
る
も
の
で
あ
り
賛
成
。

賛
成

反
対

り
、
庁
舎
の
改
築
に
あ
た
っ

て
は
総
合
的
に
対
応
を
図
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
新
庁
舎
の
建
設
に
つ
い

て
は
、
国
の
補
助
も
な
く
、

多
額
の
費
用
が
か
か
る
た

め
、
考
え
て
い
な
い
。
現
段

階
で
は
安
全
対
策
を
最
優
先

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

討   

論

待望のケアホームが完成
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【
答　

弁
】

　

耐
震
改
修
を
必
要
と
す
る

軒
数
は
把
握
し
て
い
な
い
。

広
報
に
つ
い
て
は
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
誌
に

よ
り
啓
発
・
周
知
し
て
い
る
。

【
質　

問
】

　

こ
の
間
の
大
地
震
を
教
訓

に
、
一
般
住
宅
の
耐
震
化
の

促
進
が
必
要
。
耐
震
が
必
要

な
木
造
住
宅
は
何
戸
あ
る
の

か
。
木
造
住
宅
耐
震
・
改
修

診
断
事
業
を
ど
の
よ
う
に
広

報
し
て
い
る
の
か
。

【
質　

問
】

　

有
害
鳥
獣
の
大
型
捕
獲
檻

の
設
置
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
し
て
い
く
の
か
。

【
答　

弁
】

　

猟
友
会
を
事
業
主
体
と
し

て
取
り
組
む
予
定
で
あ
る
。

【
質　

問
】

　

ノ
ー
マ
イ
カ
ー
促
進
事
業

に
つ
い
て
、
町
全
体
的
な
取

り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
町

職
員
が
先
頭
に
な
っ
て
、
目

標
を
立
て
て
効
果
を
あ
げ
る

た
め
、実
施
し
て
ほ
し
い
が
。

【
答　

弁
】

　

ノ
ー
残
業
デ
ー
に
合
わ

せ
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用

す
る
、
乗
り
合
わ
せ
て
通
勤

す
る
な
ど
、
職
員
が
で
き
る

こ
と
か
ら
実
施
し
た
い
。

【
質　

問
】

　

小
学
校
図
書
室
へ
の
司
書

配
置
の
効
果
は
。
中
学
校
に

も
配
置
を
。

【
答　

弁
】

　

図
書
の
選
書
の
助
言
、
環

境
整
備
な
ど
の
効
果
が
あ

る
。
各
小
学
校
1
名
ず
つ
配

置
し
、
夏
季
の
長
期
休
業
等

を
活
用
し
中
学
校
の
蔵
書
整

理
等
も
し
て
い
き
た
い
。

【
質　

問
】

　

中
学
生
ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー

タ
ー
配
置
事
業
に
つ
い
て
、

子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
方
を
と

思
う
が
。

【
答　

弁
】

　

生
徒
指
導
等
の
問
題
も
出

て
く
る
の
で
、
田
辺
署
と
も

相
談
し
人
材
確
保
に
努
め
て

い
る
。

【
質　

問
】

　

小
中
連
携
一
貫
教
育
推
進

事
業
に
つ
い
て
、
構
成
メ
ン

バ
ー
に
地
域
の
方
が
入
っ
て

い
な
い
が
。

【
答　

弁
】

　

内
部
の
研
究
組
織
と
い
う

こ
と
で
立
ち
上
げ
て
お
り
、

研
究
を
進
め
て
い
く
中
で
、

時
期
が
く
れ
ば
地
域
の
協
力

を
求
め
て
い
く
。
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反
対
（
今
西
久
美
子 

議
員
）

　

国
保
証
の
未
交
付
と
短

期
証
で
約
50
世
帯
が
正
規

の
保
険
証
を
持
っ
て
い
な

い
。一
刻
も
早
い
解
消
を
。

（
下
岡　

周
之 

議
員
）

　

地
域
巡
回
型
の
健
康
教

育
等
、
で
き
る
限
り
の
取

組
を
進
め
、
健
全
な
国
保

運
営
を
図
っ
て
い
る
。

賛
成

水
道
事
業
会
計

【
質　

問
】

　

下
水
道
普
及
促
進
事
業
等

に
つ
い
て
、
現
状
は
。

【
答　

弁
】

　

戸
別
勧
奨
等
に
よ
り
徐
々

に
成
果
が
表
れ
て
い
る
。

賛
成

（
森
田　

木
一　

議
員
）

（
安
本　

修　

議
員
）

　

住
民
生
活
が
厳
し
い
中
、
学
校
給
食
費
や
町
営
住
宅
使
用
料
の
値
上
げ
、
老
人
ク
ラ
ブ

へ
の
補
助
金
カ
ッ
ト
な
ど
、
住
民
負
担
増
、
サ
ー
ビ
ス
低
下
で
は
な
く
、
予
算
の
中
身
を

精
査
し
、
ム
ダ
を
削
り
、
真
に
住
民
に
奉
仕
す
る
行
政
運
営
を
求
め
る
。

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
で
、
一
般
住
宅
の
耐
震
化
促
進
や
、
防
災
計
画
の
見
直
し
、

備
蓄
物
資
の
十
分
な
配
備
等
が
必
要
で
あ
る
。
福
祉
バ
ス
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
の
き

め
細
か
な
運
行
を
求
め
る
。「
景
観
条
例
」
制
定
に
着
手
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
間
、
住
民

目
線
と
は
か
け
離
れ
た
行
政
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
。
高
級
町
長
専
用
車
、「
宗
円
の
郷
」

へ
の
大
看
板
設
置
は
見
直
せ
。
現
場
の
声
も
聞
か
ず
、
夏
休
み
を
短
縮
し
た
こ
と
は
遺
憾
。

　

町
の
未
来
に
目
を
向
け
た
施
策
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
行
革
に
も
懸
命
に
取
り
組
み
、

簡
素
で
効
率
的
な
組
織
運
営
や
業
務
の
選
択
と
集
中
、
経
常
経
費
の
見
直
し
等
に
よ
り
、

１
億
２
千
万
円
も
の
効
果
を
あ
げ
た
。
当
初
予
算
で
、
収
支
の
均
衡
を
図
る
健
全
財
政
を

維
持
し
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。
医
療
費
助
成
を
中
学
校
修
了
ま
で
拡
大
す
る
子
育
て
支

援
医
療
費
支
給
事
業
や
「
地
域
福
祉
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
健
康
長
寿
日
本
一
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」「
安
心
・
安
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
、
本
町
の
強
み
や
課
題
を
し
っ
か
り
と
把
握

し
た
住
民
一
人
ひ
と
り
に
き
め
細
か
く
目
を
配
っ
た
予
算
と
な
っ
て
お
り
、
何
で
も
反
対

の
た
め
の
反
対
討
論
は
必
要
な
い
と
し
、
賛
成
と
す
る
。

反
対
住
民
目
線
と
か
け
離
れ
た
予
算

国
保
会
計

下
水
道
事
業
会
計

【
質　

問
】

　

新
水
源
新
設
事
業
の
進
捗

状
況
は
。

【
答　

弁
】

　

地
上
か
ら
の
電
気
探
査
の

結
果
、
２
か
所
を
選
定
。
現

在
、
役
場
職
員
駐
車
場
を
調

査
中
で
あ
る
。

討   

論

討   

論

【
質　

問
】

　

一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ

し
て
も
保
険
税
が
引
き
上
げ

ら
れ
る
。
ほ
か
に
手
立
て
は

な
い
の
か
。

【
答　

弁
】

　

医
療
費
通
知
・
指
導
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
取
組
等

に
よ
り
医
療
費
抑
制
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

住
民
一
人
ひ
と
り
に
目
を
配
っ
た
予
算

新水源の調査（役場職員駐車場）
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産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
計
画

　

町
は
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
の
か

【
答
】
最
終
処
分
場
は
認
め
ら
れ
な
い

　
　
【
答
】
地
域
資
源
を
生
か
し
た

　
　
　
　

ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く

旧
奥
山
田
小
の
今
後
の
施
設
利
用
の
考
え
は

【
答
】
計
画
で
は
平
成
24
年
度
末
供
用

　
　

国
道
３
０
７
号

　
　
　

工
事
の
全
体
計
画
の
動
向
は
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一
般
質
問

【
質　

問
】

　

地
域
振
興
の
期
待
を
寄
せ

て
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
た

ゴ
ル
フ
場
計
画
が
頓
挫
し
て

10
年
余
り
が
経
過
し
た
。

　

事
業
主
が
地
元
に
提
示
し

た
事
業
計
画
案
は
、
産
業
廃

棄
物
の
最
終
処
分
場
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た
。

　

地
域
住
民
の
多
く
は
、
反

対
の
考
え
方
を
示
し
て
い
る

が
、
町
行
政
は
、
ど
の
よ
う

に
考
え
、
対
処
す
る
の
か
。

【
答　

弁
（
町
長
）】　

　

自
然
や
環
境
は
も
と
よ
り

住
民
の
暮
ら
し
や
産
業
の
こ

と
、
日
本
緑
茶
発
祥
の
町
と

し
て
の
将
来
を
考
え
る
と

き
、
後
世
に
負
の
遺
産
を
残

し
て
は
な
ら
な
い
。
町
と
し

て
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い

と
、
事
業
者
に
伝
え
た
。

【
質　

問
】

　

事
業
者
か
ら
所
有
権
が
離

れ
た
ら
ど
う
す
る
の
か
不
安

が
あ
る
。
話
し
合
え
る
環
境

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
住

民
の
納
得
で
き
る
土
地
利
用

を
誘
導
で
き
な
い
も
の
か
。

【
答　

弁
（
町
長
）】

　

開
発
条
例
の
整
備
も
検
討

し
、
住
民
意
見
を
反
映
し
た

厳
し
い
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
。

府
、
地
元
区
と
も
十
分
調
整

す
る
な
か
で
、
適
切
な
土
地

利
用
を
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

【
質　

問
】

　

検
討
委
員
会
か
ら
利
用
提

案
が
報
告
さ
れ
た
が
、
具
体

的
な
利
用
方
策
が
示
さ
れ
な

い
ま
ま
推
移
し
て
い
る
。

　

地
域
と
し
て
は
、
施
設
の

有
効
活
用
が
願
い
で
あ
る

が
、
今
後
の
施
設
利
用
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

【
答　

弁
（
町
長
）】

　

社
会
福
祉
施
設
と
し
て
の

問
い
合
わ
せ
も
あ
っ
た
が
、

施
設
改
修
等
諸
問
題
も
あ

り
、
実
現
せ
ず
現
在
に
至
っ

て
い
る
。

　

平
成
23
年
度
、「
奥
山
田

を
も
っ
と
元
気
な
地
域
に
し

た
い
」
と
の
思
い
を
も
っ
て
、

仮
称
「
奥
山
田
考
房
」
と
い

う
組
織
を
立
ち
上
げ
、
将
来

の
奥
山
田
地
区
を
探
究
す
る

な
か
で
学
校
施
設
の
有
効
活

用
も
含
め
検
討
し
て
い
き
た

い
。

【
質
問
】

　

本
年
１
月
に
３
０
７
号
大

杉
ト
ン
ネ
ル
が
貫
通
し
た

が
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

等
全
体
の
動
向
は
。

【
答
弁(

建
設
・
環
境
課
長)

】

　

引
き
続
き
橋
梁
部
の
工
事

に
か
か
り
、
６
月
頃
か
ら
下

部
工
、
橋
桁
は
23
年
度
末
着

手
予
定
。
橋
梁
部
以
東
の
築

道
工
事
は
そ
の
後
と
な
る
。

　

当
初
の
全
体
計
画
で
は
、

24
年
度
末
の
供
用
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
１
日
も
早
い
完

成
を
願
い
京
都
府
に
実
現
に

向
け
要
望
し
て
い
き
た
い
。

弦 川 孝 治
　　　議員

旧奥山田小学校

大杉トンネル



【
質　

問
】

　

小
・
中
学
校
の
夏
休
み
が

５
日
間
短
縮
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
学
校
現
場
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
声
も
聞
か
ず
、
そ
の
効

果
や
影
響
に
つ
い
て
議
論
も

検
証
も
な
い
ま
ま
決
定
さ
れ

た
の
は
な
ぜ
か
。

【
答
弁
（
教
育
長
）】

　

新
学
習
指
導
要
領
の
全
面

実
施
を
ふ
ま
え
、
各
学
校
で

は
授
業
時
間
数
の
確
保
に
ぎ

り
ぎ
り
の
努
力
を
重
ね
て
き

た
が
、
本
年
度
並
み
で
は
必

要
な
時
間
数
の
確

保
が
困
難
と
判

断
。
子
ど
も
や
先

生
に
と
っ
て
ゆ
と

り
あ
る
学
校
生
活

と
な
る
よ
う
夏
休

み
を
５
日
間
短
縮

し
た
。

【
質　

問
】

　

各
学
校
で
は
、

苦
労
し
て
時
間
数

を
確
保
し
、
来
年

今西久美子
　　　議員

【
質　

問
】

　
「
最
善
の
対
策
」
と
い
う

の
は
、
教
育
長
が
机
の
上
で

考
え
た
こ
と
。
現
場
の
声
を

聞
か
ず
に
決
め
た
こ
と
が
問

題
。
学
校
現
場
や
保
護
者
、

子
ど
も
た
ち
の
意
見
も
十
分

聞
い
た
上
で
再
度
検
討
を
。

【
答
弁
（
教
育
長
）】

　

府
教
委
で
は
、
土
曜
日
の

活
用
を
検
討
し
て
お
り
、
そ

れ
に
合
わ
せ
て
見
直
す
こ
と

に
な
る
。
今
後
と
も
、
府
教

委
の
動
き
を
注
視
し
、
学
校

現
場
の
意
見
等
も
十
分
聞
い

て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

【
質　

問
】

　

社
会
が
複
雑
多
様
化
し
、

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環

境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、

家
庭
や
地
域
の
教
育
力
を
向

上
さ
せ
、
関
係
者
が
連
携
・

協
力
す
る
こ
と
が
不
可
欠
。

　

こ
れ
ま
で
以
上
に
学
校
と

地
域
、
保
護
者
が
一
体
と

な
っ
て
子
ど
も
た
ち
の
健
全

な
育
成
を
め
ざ
す
取
り
組
み

が
必
要
で
は
な
い
か
。

【
答
弁
（
教
育
長
）】

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

を
健
や
か
に
は
ぐ
く
む
た

め
、
地
域
の
教
育
力
を
高
め

る
取
り
組
み
や
体
制
が
必

要
。
各
地
区
の
体
験
活
動
へ

の
支
援
、
地
域
全
体
で
子
ど

も
を
見
守
り
、
育
て
る
環
境

づ
く
り
を
、
関
係
団
体
等
と

連
携
し
、
進
め
て
い
く
。

【
質　

問
】

　

学
校
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
設
置
や
、
関
係
者
が
協
議

す
る
組
織
が
必
要
で
は
。

【
答
弁
（
教
育
長
）】

　

町
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
等
へ
の
支
援
担
当
の
配

置
を
予
定
し
て
い
る
。
連
携

す
る
中
で
、
支
援
の
あ
り
方

を
検
討
し
て
い
く
。

　現場の声も聞かずに
　夏休みを短縮したのはなぜか

【答】最善の対策と判断した

【
答
】
関
係
団
体
と
も
連
携
し
進
め
る

地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を

( 11) 宇治田原町議会だより2011（平成23)年５月 第67号

一
般
質
問

度
は
現
状
で
い
け
る
と
い
う

判
断
も
さ
れ
て
い
た
。
今
回

の
決
定
は
、
学
校
現
場
の
苦

労
を
全
く
無
視
し
た
も
の
。

検
討
委
員
会
を
設
け
、
検
討

す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

【
答
弁
（
教
育
長
）】

　

十
分
検
討
す
る
時
間
が
な

か
っ
た
こ
と
は
事
実
だ
が
、

総
合
的
に
判
断
し
、
年
間
授

業
日
数
を
少
し
で
も
多
く
確

保
す
る
こ
と
が
、
子
ど
も
た

ち
や
学
校
現
場
に
と
っ
て
最

善
の
対
策
と
考
え
た
。

子どもたちの夏休みが短縮

地域の方といっしょにお茶摘み



一
般
質
問

垣 内 秋 弘
　　　議員

【
答
】
庁
内
に
連
絡
調
整
会
議
を
設
置
す
る

【
答
】
収
支
の
均
衡
と
赤
字
体
質
の
脱
却
を
は
か
る

【
答
】
さ
ら
な
る
普
及
啓
発
に
取
り
組
む

火
災
報
知
器
の
設
置
状
況
は

【
答
】
周
知
広
報
活
動
を
行
い
徹
底
を
図
る

デ
ジ
タ
ル
波
へ
の
切
り
替
え
は
万
全
か

「
宇
治
茶
文
化
」
世
界
文
化
遺
産
へ
の
登
録
は

　

今
年
度
の
総
括
と

　

さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
を

【
答
】
収
支
の
均
衡
と
赤
字
体
質
の
脱
却
を
は
か
る
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一
般
質
問

【
質　

問
】　　

　

平
成
22
年
度
、
歳
入
・
歳

出
差
引
き
ゼ
ロ
を
達
成
し
た

こ
と
は
、
本
町
が
将
来
に
向

け
て
自
主
・
自
立
継
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
ぐ
ス

テ
ッ
プ
に
な
る
。
３
期
目
の

中
間
点
が
経
過
し
た
が
町
長

自
ら
ど
の
よ
う
に
総
括
し
て

い
る
の
か
。

【 

答
弁
（
町
長
）】

　

公
約
を
は
じ

め
、
社
会
経
済
状

況
の
変
化
や
生
活

と
雇
用
問
題
な

ど
、
お
お
む
ね
順

調
に
町
政
を
推
進

さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
町
税
収
入
が

減
少
す
る
一
方

【
質　

問
】

　

今
年
度
の
課
題
を
踏
ま
え

て
次
年
度
の
行
財
政
改
革
を

ど
の
よ
う
に
推
進
す
る
の

か
。

【 

答
弁
（
町
長
）】　

　

財
政
状
況
を
注
視
し
、
的

確
な
財
政
運
営
に
努
め
、
職

員
の
意
識
改
革
や
事
務
事
業

の
見
直
し
な
ど
「
選
択
と
集

中
」
を
進
め
、
外
部
評
価
委

員
に
よ
り
客
観
的
な
評
価
と

分
析
を
行
い
、
さ
ら
な
る
推

進
を
図
る
。

【
質　

問
】

　

現
在
、
府
に
お
い
て
宇
治

茶
文
化
の
世
界
遺
産
へ
の
登

録
を
検
討
さ
れ
て
い
る
と
聞

く
が
、
準
備
状
況
は
。

【
答
弁
（ 

町
長
）】

　

京
都
府
で
は
、
世
界
遺
産

登
録
に
向
け
て
事
業
化
し
、

支
援
体
制
を
整
え
て
い
く
と

の
こ
と
で
あ
り
、
本
町
も
府
、

関
係
市
町
村
と
連
携
し
進
め

て
い
く
。

【
質　

問
】

　

今
年
の
５
月
31
日
を
設
置

期
限
と
し
て
火
災
警
報
器
の

取
り
付
け
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
が
、
現
在
の
設
置
状

況
は
。

【
答
弁
（
総
務
課
長
）】

　

設
置
状
況
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
や
共
同
購
入
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
64
・

９
％
と
な
っ
て
い
る
。
火
災

の
未
然
防
止
・
早
期
発
見
を

目
的
と
す
る
火
災
警
報
器
の

設
置
は
、
安
心
・
安
全
に
暮

ら
す
た
め
に
必
要
不
可
欠
で

あ
り
、
広
報
紙
に
よ
る
啓
発

を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
機
会

を
活
用
し
、
積
極
的
に
普
及
・

啓
発
に
取
り
組
む
。

【
質　

問
】

　

難
民
者
が
出
な
い
よ
う
、

十
分
な
フ
ォ
ロ
ー
体
制
が
で

き
て
い
る
の
か
。

【
答
弁（
企
画
政
策
担
当
課
長
）】

　

切
り
替
え
を
し
て
い
な
い

世
帯
が
生
じ
な
い
よ
う
に
周

知
し
て
い
る
。

で
、
扶
助
費
な
ど
の
義
務
的

経
費
が
増
大
す
る
一
途
に
あ

り
、
引
き
続
き
自
主
・
自
立

の
財
政
基
盤
を
確
立
し
、
社

会
の
流
れ
と
住
民
ニ
ー
ズ
を

的
確
に
把
握
し
町
政
を
推
進

し
て
い
く
。

永谷宗円生家

火
災
報
知
器



　　

　

S
●安全な環境
●設備面の充実（エアコン、建物、電子黒板
　などは近隣と比較して遥かに充実）

強み 弱み
●ソフト面
●中学校のイメージ（住民からのイメージ）
●小学校の学力（府平均を下回る）

機会
●地域全体で支える環境（中学校は活かせず）

O

W

脅威
●他の中学校（他の中学校に行かせることができ
　れば行かせたいと言われている保護者も）

T

内
部
環
境

外
部
環
境

プラス面 マイナス面

表

森 山 高 広
　　　議員

選択と集中をどう行っているか

【答】マニフェストに基づき、総合的に判断

【
答
】
強
み
を
活
か
し
た
例
も
出
て
き
て
い
る

強
み
や
機
会
を
活
か
せ
て
い
な
い
の
で
は
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一
般
質
問

【
質　

問
】

　

予
算
編
成
で
は
、
ど
の
よ

う
に
選
択
と
集
中
を
行
い
、

取
り
組
ん
だ
の
か
。
打
ち
切

り
に
な
っ
た
事
業
は
。

【
答
弁
（
企
画
・
財
政
課
長
）】

　

予
算
編
成
で
は
、
基
本
方

針
に
基
づ
い
て
編
成
し
、
メ

リ
ハ
リ
を
つ
け
た
事
業
の
再

編
に
努
め
て
い
る
。

　

選
択
と
集
中
に
は
、
具
体

的
な
基
準
を
測
る
ツ
ー
ル
は

な
く
、
町
長
公
約
に
基
づ
い

て
、
総
合
計
画
に
あ
る
事
業

か
ら
、
住
民
の
生
活
や
町
内

企
業
の
経
営
状
況
、
国
や
府

の
助
成
措
置
な
ど
も
考
慮

し
、
総
合
的
に
判
断
し
て
優

先
度
の
高
い
も
の
か
ら
実

施
。
民
間
と
は
違
い
、
地
方

公
共
団
体
は
、
住
民
生
活
に

直
接
関
係
す
る
事
業
が
多
い

の
で
、
事
業
を
打
ち
切
ら
ず
、

事
業
の
統
合
や
設
備
更
新
を

先
延
し
に
し
て
い
る
。

【
質　

問
】

　

国
の
財
政
は
先
進
国
中
で

最
低
で
、
国
債
の
発
行
に
よ

り
、
本
当
の
危
機
を
先
延
ば

し
し
て
い
る
状
態
。
近
い
将

来
本
当
に
選
択
と
集
中
が
迫

ら
れ
る
。
民
間
の
事
例
を
研

究
し
た
り
す
る
の
も
必
要
で

は
。

【
答
弁
（
企
画
・
財
政
課
長
）】

　

日
本
経
済
の
環
境
は
大
変

厳
し
い
が
、
本
町
で
は
財
政

収
支
の
均
衡
を
達
成
。
民
間

企
業
で
の
先
進
的
な
取
り
組

み
は
、
行
政
運
営
に
も
通
じ

る
の
で
、
意
見
と
し
て
承
り

た
い
。

【
質　

問
】

　

12
月
議
会
で
も
質
問
し
た

が
、
よ
り
詳
し
い
宇
治
田
原

の
教
育
の
強
み
、
弱
み
、
機

会
、
脅
威
は
表
の
と
お
り
で

は
。

【
答　

弁　
（
教
育
次
長
）】　

　

脅
威
の
部
分
を
除
き
、
各

項
目
と
も
教
育
委
員
会
と
し

て
の
考
え
方
に
大
き
な
相
違

は
な
い
。
弱
み
は
、
学
力
診

断
テ
ス
ト
等
を
活
用
し
て
個

に
応
じ
た
指
導
を
し
、
ま
た

小
中
連
携
・
一
貫
教
育
を
推

進
し
、
克
服
し
た
い
。
同
様

に
、
住
民
の
方
々
に
開
か
れ

た
学
校
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ

を
持
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
努

め
た
い
。

【
質　

問
】

　

強
み
の
活
用
や
、
強
み
と

機
会
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の

が
ほ
と
ん
ど
ど
な
い
。
テ
ス

ト
は
良
い
設
備
が
な
く
て
も

で
き
る
。
イ
メ
ー
ジ
分
析
に

は
、
一
般
住
民
対
象
の
ア
ン

ケ
ー
ト
も
必
要
で
は
な
い

か
。

【
答　

弁　
（
教
育
長
）】

　

強
み
を
活
か
し
た
例
で

は
、
電
子
黒
板
、
デ
ジ
カ
メ

な
ど
の
機
器
を
活
用
し
た
美

術
の
授
業
が
出
て
き
て
い

る
。
強
み
を
公
開
授
業
を
通

し
て
、
保
護
者
や
地
域
住
民

に
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と

も
大
切
だ
と
考
え
る
。
一
般

住
民
対
象
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト

は
実
施
し
な
い
。

田原小学校



原 田 周 一
　　　議員

住
民
に
わ
か
り
や
す
い
財
務
情
報
を

【
答
】
平
成
23
年
中
に
は
整
備
し
た
い
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【
答
】
極
め
て
困
難
な
状
況

赤
字
体
質
か
ら
の
脱
却
を

一
般
質
問

【
質　

問
】　　

　

公
会
計
制
度
の
導
入
は
、

平
成
23
年
度
と
聞
く
が
、
現

状
の
進
捗
は
ど
う
か
。

【
答
弁
（
企
画
・
財
政
課
長
）】

　

３
万
人
未
満
の
都
市
は
23

年
度
に
財
務
書
類
４
表
の
整

備
に
取
り
組
む
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
。
連
結
ベ
ー
ス
で
の

財
務
書
類
の
整
備
ま
で
は
至

ら
ず
、
平
成
21
年
度
決
算
の

財
務
書
類
も
鋭
意
作
成
し
て

い
る
。

【
質　

問
】

　

従
来
の
単
式
簿
記
か
ら
、

複
式
簿
記
の
財
務
情
報
も
整

備
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
担

当
課
で
の
問
題
点
は
。

【 

答
弁
（
企
画
・
財
政
課
長
）】

　

複
式
簿
記
に
よ
る
発
生
主

義
会
計
財
務
情
報
も
整
備
す

る
も
の
。
一
般
会
計
だ
け
で

な
く
、
特
別
会
計
等
の
財
務

情
報
も
連
結
し
た
財
務
書
類

を
整
備
す
る
。
資
産
評
価
の

課
題
や
、
財
務
書
類
４
表
間

の
数
値
の
整
合
性
に
関
す
る

課
題
な
ど
あ
る
。

　

特
別
会
計
と
の
連
結
決
算

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
町
の

全
体
像
が
見
え
る
の
で
は
。

【 

答
弁
（
副
町
長
）】

　

各
会
計
の
決
算
状
況
、
事

業
の
取
り
組
み
内
容
、
町
の

貯
金
、
借
金
の
状
況
等
わ
か

り
や
す
く
公
表
す
る
こ
と
に

努
め
、
財
務
書
類
の
情
報
に

つ
い
て
も
分
か
り
や
す
い
公

表
に
取
り
組
む
。

減
額
さ
れ
た
事
実

は
あ
る
の
か
。

【
答
弁
（
戸
籍
・

保
険
課
長
）】

　

平
成
19
年
度
以

来
、
赤
字
を
増
加

さ
せ
る
危
機
的
な

状
況
に
陥
っ
て
い

る
。
単
独
で
財
政

【
質　

問
】

　

財
務
書
類
と
は
、
①
そ
の

動
向
を
見
る
②
現
在
の
状
況

を
わ
か
り
や
す
く
公
開
す
る

③
他
と
の
比
較
に
よ
り
、
町

の
状
況
を
知
る
。
作
成
す
る

こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
ど

の
よ
う
に
分
析
し
、
活
用
す

る
か
が
大
事
。
わ
か
り
や
す

い
財
務
情
報
の
開
示
が
重
要

で
あ
る
。

【
質　

問
】

　

国
保
税
は
、
累
計
で
７
，

１
７
０
万
円
ほ
ど
の
マ
イ
ナ

ス
が
出
て
い
る
が
ど
う
か
。

ま
た
、
納
付
率
に
よ
っ
て
、

率
が
低
け
れ
ば
、
国
庫
負
担

金
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
に
よ
り
減

額
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
過
去
、

構
造
の
脆
弱
性
を
是
正
す
る

こ
と
は
、
極
め
て
困
難
な
状

況
に
あ
る
。
ま
た
、
現
年
分

収
納
率
は
過
去
十
年
間
94
％

を
下
回
っ
た
こ
と
は
な
く
、

収
納
率
に
応
じ
た
減
額
措
置

は
適
用
さ
れ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　【
質　

問
】

　

滞
納
に
よ
る
生
活
弱
者
の

方
々
の
無
保
険
の
世
帯
な
ど

の
発
生
は
。

【
答
弁
（
戸
籍
・
保
険
課
長
）】

　

発
生
し
て
い
な
い
。

【
質　

問
】

　

短
期
証
の
交
付
状
況
は
。

ま
た
、
保
健
指
導
な
ど
以
外

で
、
具
体
的
施
策
は
。

【
答
弁
（
戸
籍
・
保
険
課
長
）】

　

１
月
末
現
在
、
国
保
世
帯

総
数
１
，
３
０
４
世
帯
中
、

３
・
７
％
程
度
。
ま
た
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
啓
発
事

業
に
新
た
に
取
り
組
む
。

決算書

国保の推移
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イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

Q　今回の活動について教えてください。

A　気仙沼市と南三陸町に行きました。本来

はボランティアセンターの立ち上げと救援

活動の運営協力が主となりますが、生活福

祉資金貸付制度の緊急小口資金貸し出しの

ための申請受付業務を行いました。

Q　被災地で、ご苦労されたことは。

A　 京都からバスで約１７時間かかり、震度５

程度の余震が頻発する中での活動でした。食料

は、水、カップラーメン、乾パン等を持参し、

寝袋も持って行きました。水道、電気も十分な

トイレもなく、大変でした。

Q　被災地の様子は。

A　 気仙沼市は何もないがれきの町になっ

ていました。高台に残っている家屋の地震

被害は少ないように見えました。南三陸町

の方がもっとひどい状況で、家屋の８割ほ

どが全滅でした。

　主要道路は自衛隊により開通されていま

した。悪臭がひどかったです。

Q　 被災地支援で緊急に対処が必要と感じ

られたことは。

A　 長い避難所生活には耐えられないと思

います。救援物資と義援金の早期の配布、

水道の復旧と仮設住宅の建設や仮設風呂等

が必要です。ボランティアの仕事はいっぱ

いあり、まだまだ必要です。

Q　大災害に備えて、私たちの町では何が必

要と思われますか。

A　 津波のない本町では災害の質は違いま

すが、素早い避難、最初の２４時間の食糧、

懐中電灯、防災マップ等の防災グッズが必

要です。要介護者と介護者の把握、避難経

路の確認、家族の避難場所を決めておく事

も必要だと思います。

辻　俊夫　さん
宇治田原町社会福祉協議会　事務局長

辻　俊夫氏は４月７日より１４日まで社会福祉協議会
から、東日本大震災の被災地支援に行かれました。今
回は、その活動の様子をインタビューしました。

（編集部より）大変御苦労様でした。今後も、この貴重な経験と体験をも

とに、町の為、社会福祉の為ご尽力いただきますようお願いいたします。
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東
日
本
大
震
災
は
、
本
当
に

大
き
な
被
害
と
な
り
ま
し
た
。

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
一
日
も
早
い
復
興
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

住
民
の
命
、
安
全
を
守
る
政

治
や
自
治
体
の
役
割
の
重
要
性

を
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
今
議
会
で
は
、
議
会
活

性
化
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま

し
た
。
住
民
の
み
な
さ
ん
に
よ

り
必
要
と
さ
れ
る
議
会
へ
、
今

後
研
さ
ん
を
重
ね
て
い
き
ま

す
。
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
今
西
）

編
集
後
記

入学式（田原小）

　

町
内
で
4
つ
目
と
な
る
消
防

団
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
支
援
隊
発
足
式

（
郷
之
口
）
と
、
禅
定
寺
地
区

の
防
災
訓
練
の
様
子
で
す
。

　

消
防
・
防
災
力
の
強
化
や
、

日
頃
の
防
災
意
識
の
重
要
性
を

痛
感
し
て
い
ま
す
。
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